
「でふでふ」って何に使えるの?



「でふでふ」がどんな職場や仕事に使えるのか・・・。なかなかイメージし難い方に理解できるように、なる
べくわかり易い例で示してみました。

まず「でふでふ」を一言でいうと、「仲間内で使っているExcelの帳票・用紙・書式から、指定し
たデータを読取り、リストに集計してくれる」、そんな機能です。

「帳票・用紙・書式」は同じ意味で、例えば交通費を請求する精算申請書であったり、また、業
務日報・日誌などもそのひとつです。会社の中には申請書に限らず同じフォームで記入される帳
票はいろいろな所にある筈です。

集計リスト・リストになったデータはとても有用です。例えば交通費全体を分析することに使用で
きます。また、そのリストを上位のシステムへの橋渡しに使用することも可能です。

「でふでふ」は、今まで「印刷することを目的に作っていた書類をデータとして使用できるように
橋渡しをしてくれる仕組み」という言い方もできます。

この様なイメージを次ページに表現してみました。
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異帳票が存在

ぜひ、いろいろな使い方を考えてみて、効率化を実現してください


